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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つの物理チャンネルに相互に異なる伝送路符号化方式の複数のストリームが含まれた
放送信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段が受信した放送信号から前記ストリームに関する伝送制御情報を抽出する
伝送制御情報抽出手段と、
　前記伝送制御情報に基づいて前記受信手段が受信したストリームを復調する復調手段と
、
　前記復調手段が復調した相互に異なる伝送路符号化方式のストリームを多重して出力す
る多重手段と、
　前記伝送制御情報に基づいて前記多重手段の出力に関する出力制御情報を得、この出力
制御情報を出力する出力制御手段とを具備したことを特徴とする放送信号復調装置。
【請求項２】
　１つの物理チャンネルに相互に異なる伝送路符号化方式の複数のストリームが含まれた
放送信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段が受信した放送信号から前記ストリームに関する伝送制御情報を抽出する
伝送制御情報抽出手段と、
　前記伝送制御情報に基づいて前記受信手段が受信したストリームを復調する復調手段と
、
　前記復調手段が復調した相互に異なる伝送路符号化方式のストリームを多重して出力す
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る多重手段と、
　前記伝送制御情報に基づいて前記多重手段の出力に関する出力制御情報を得、この出力
制御情報を出力する出力制御手段と、
　前記出力制御情報に基づいて前記多重手段の出力から伝送路符号化方式が異なる出力を
相互に分離して出力する分離手段とを具備したことを特徴とする放送信号復調装置。
【請求項３】
　前記出力制御手段は、前記出力制御情報を前記多重手段の出力とは別に出力することを
特徴とする請求項１又は２のいずれか一方に記載の放送信号復調装置。
【請求項４】
　前記出力制御手段は、前記出力制御情報を前記多重手段の出力に多重して出力すること
を特徴とする請求項１又は２のいずれか一方に記載の放送信号復調装置。
【請求項５】
　前記出力制御手段は、前記多重手段の出力から相互に伝送路符号化方式が異なる各スト
リームを分離させるために、前記多重手段の出力に含まれる相互に伝送路符号化方式が異
なる各ストリームに同期したタイミング信号を出力することを特徴とする請求項１又は２
のいずれか一方に記載の放送信号復調装置。
【請求項６】
　前記出力制御手段は、前記多重手段の出力から相互に伝送路符号化方式が異なる各スト
リームを分離させるために、前記多重手段の出力に同期した基準信号と前記多重手段の出
力に含まれる相互に伝送路符号化方式が異なるストリーム数の情報とを出力することを特
徴とする請求項１又は２のいずれか一方に記載の放送信号復調装置。
【請求項７】
　前記受信手段は、複数の物理チャンネルに含まれる複数のストリームを受信することを
特徴とする請求項１又は２のいずれか一方に記載の放送信号復調装置。
【請求項８】
　１つの物理チャンネルに相互に異なる伝送路符号化方式の複数のストリームが含まれた
放送信号を受信する処理と、
　前記受信手段が受信した放送信号から前記ストリームに関する伝送制御情報を抽出する
処理と、
　前記伝送制御情報に基づいて前記受信手段が受信したストリームを復調する処理と、
　前記復調手段が復調した相互に異なる伝送路符号化方式のストリームを多重して出力す
る多重処理と、
　前記伝送制御情報に基づいて前記多重手段の出力に関する出力制御情報を得、この出力
制御情報を出力する処理とを具備したことを特徴とする放送信号復調方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、衛星ディジタル放送に好適な放送信号復調装置及び放送信号復調方法に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
近年、通信衛星を利用した衛星（ＢＳ）ディジタル放送が検討されている。ＢＳディジタ
ル放送は、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）２による圧縮技術を採用すること
によって多チャンネル化を可能にする。また、ＢＳディジタル放送は、ペイパービューに
よる番組毎の課金システムを採用することができ、更に、番組表を表示する電子番組表（
ＥＰＧ）の機能も有する。
【０００３】
図１２は、このような衛星（ＢＳ）ディジタル放送を受信する従来の放送信号復調装置を
示すブロック図である。
【０００４】
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アンテナ１にはＢＳディジタル放送の１２ＧＨｚ帯の高周波信号が誘起する。この高周波
信号はチューナ２に供給され、視聴者の操作に基づく所定のチャンネルが選局されて、１
４０ＭＨｚ帯の信号に変換されて復調装置３に供給される。ＢＳディジタル放送において
は、周波数帯域毎に分けられた複数のチャンネル（以下、物理チャンネルという）を用い
た伝送を行うようになっており、視聴者が複数の物理チャンネルのうち視聴を希望する番
組が伝送されている物理チャンネルを指定することによって、選局が行われる。
【０００５】
ＢＳディジタル放送においては、Ｉ軸（In Phase）及びＱ軸（Quadrature Phase）の各位
相信号に変換された番組データをＰＳＫ変調して伝送するようになっている。復調装置３
は、入力された信号をＩ軸，Ｑ軸の各位相信号に復調して、誤り訂正装置４に出力する。
誤り訂正装置４は各位相信号に誤り訂正処理を施して出力する。
【０００６】
上述したように、ＢＳディジタル放送は多チャンネル化されており、複数のチャンネル（
プログラム）が１つの物理チャンネルで伝送される。ＭＰＥＧ２規格では、複数のプログ
ラムを１つのストリームで伝送することを考慮したトランスポートストリーム（Transpor
t Stream （ＴＳ））でデータを伝送することができる。トランスポートストリームは、
固定長のパケット（トランスポートパケット）によって構成されており、ビデオデータ、
音声データ及びその他のデータを含んでいる。
【０００７】
誤り訂正装置４の出力はこのようなトランスポートストリーム及びタイミングクロックで
あり、デスクランブル装置５に供給される。放送局側では、契約視聴者以外による視聴を
防止するために、放送信号にスクランブルを施している。誤り訂正装置４の出力データス
トリーム中には、上述したように複数のチャンネルに相当する映像／音声データや制御デ
ータが時分割多重されており、これらのチャンネル及び番組の中には、有料のものもあり
、これらはスクランブルされている。
【０００８】
デスクランブル装置５では、視聴が許可されている番組だけをパケット単位でデスクラン
ブルする。デスクランブル装置５は、デスクランブルに必要な鍵をシステム制御装置７か
ら受け取り、予め視聴が許可されている番組、あるいは新たに購入した番組データをデス
クランブルする。
【０００９】
デスクランブル装置５は、誤り訂正装置４から供給されたすべての番組データをパケット
単位でデータストリーム分配装置６に出力する。データストリーム分配装置６は、システ
ム制御装置７が指定するパケットの識別方法に従って、デスクランブル装置５から供給さ
れる複数の番組データのうち視聴する番組のデータを選択し、選択したデータを映像デー
タ、音声データ、制御データ等に分類する。そして、データストリーム分配装置６は、視
聴する番組のデータのうち映像データを映像デコード装置８に、音声データを音声デコー
ド装置９に夫々出力する。また、データストリーム分配装置６は、入力されたデータスト
リームから制御データを抽出してシステム制御装置７に出力する。
【００１０】
映像デコード装置８は、ＭＰＥＧ形式で圧縮されている映像データを伸張処理して元のデ
ータに戻し、圧縮及び伸張による映像データと音声データの遅延時間を調整をした後に、
ディジタル映像信号をＣＣＩＲ６５６フォーマットでアナログのＮＴＳＣ信号に変換して
、ＣＲＴ１３に出力する。こうして、ＣＲＴ１３において希望する番組が映出される。
【００１１】
一方、音声デコード装置９は、圧縮された音声データを伸張して元のデータに戻し、アナ
ログ音声信号としてスピーカ１４に供給する。こうして、スピーカ１４から希望する番組
の音声が出力される。
【００１２】
ところで、ＢＳディジタル放送においては、放送事業者は異なる変調方式及び異なる誤り
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訂正方式を採用することができる。このように伝送路符号化方式が相違すると、受信側に
おいては、方式に対応した復調装置及び誤り訂正装置を用いる必要がある。図１２では、
チューナ２が選択する物理チャンネルにおいて番組を放送している事業者が採用している
伝送路符号化方式を復調装置３及び誤り訂正装置４において用いることにより、この事業
者が放送している番組を視聴することが可能になる。
【００１３】
即ち、図１２の装置では、所定の物理チャンネルで伝送された１事業者によるビットスト
リームのみについて視聴が可能である。ところが、現在検討されているＢＳディジタル放
送においては、１物理チャンネルで複数の事業者による放送信号を伝送することが可能で
ある。しかし、この場合でも、図１２の装置では、１つの伝送路符号化方式にしか対応し
ていないので、１事業者による放送信号のみしか視聴、又は記録することができないとい
う問題があった。しかも、図１２の装置に複数の事業者に対応させて複数の復調装置及び
誤り訂正装置を設けた場合でも、同一時刻にはデコード装置に１事業者のビットストリー
ムしか供給されないので、複数の事業者によるチャンネルを同時に利用することができな
い。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
このように、上述した従来の放送信号復調装置においては、チューナが選択した物理チャ
ンネルに含まれる１つの事業者のディジタルデータのビットストリームのみが視聴又は記
録に用いられるようになっていることから、同一の物理チャンネルにおいて複数の事業者
が番組を放送している場合でも、同一時刻においては、１事業者のビットストリームに基
づく視聴又は記録しか行うことができないという問題点があった。
【００１５】
本発明はかかる問題点に鑑みてなされたものであって、複数のチューナ、復調装置及び誤
り訂正装置を用いることなく、伝送路符号化方式が異なる複数の番組を同時に視聴又は記
録することができる放送信号復調装置及び放送信号復調方法を提供することを目的とする
。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の請求項1に係る放送信号復調装置は、１つの物理チャンネルに相互に異なる伝
送路符号化方式の複数のストリームが含まれた放送信号を受信する受信手段と、前記受信
手段が受信した放送信号から前記ストリームに関する伝送制御情報を抽出する伝送制御情
報抽出手段と、前記伝送制御情報に基づいて前記受信手段が受信したストリームを復調す
る復調手段と、前記復調手段が復調した相互に異なる伝送路符号化方式のストリームを多
重して出力する多重手段と、前記伝送制御情報に基づいて前記多重手段の出力に関する出
力制御情報を得、この出力制御情報を出力する出力制御手段とを具備したものであり、
　本発明の請求項２に係る放送信号復調装置は、１つの物理チャンネルに相互に異なる伝
送路符号化方式の複数のストリームが含まれた放送信号を受信する受信手段と、前記受信
手段が受信した放送信号から前記ストリームに関する伝送制御情報を抽出する伝送制御情
報抽出手段と、前記伝送制御情報に基づいて前記受信手段が受信したストリームを復調す
る復調手段と、前記復調手段が復調した相互に異なる伝送路符号化方式のストリームを多
重して出力する多重手段と、前記伝送制御情報に基づいて前記多重手段の出力に関する出
力制御情報を得、この出力制御情報を出力する出力制御手段と、前記出力制御情報に基づ
いて前記多重手段の出力から伝送路符号化方式が異なる出力を相互に分離して出力する分
離手段とを具備したものであり、
　本発明の請求項８に係る放送信号復調装置は、１つの物理チャンネルに相互に異なる伝
送路符号化方式の複数のストリームが含まれた放送信号を受信する処理と、前記受信手段
が受信した放送信号から前記ストリームに関する伝送制御情報を抽出する処理と、前記伝
送制御情報に基づいて前記受信手段が受信したストリームを復調する処理と、前記復調手
段が復調した相互に異なる伝送路符号化方式のストリームを多重して出力する多重処理と
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、前記伝送制御情報に基づいて前記多重手段の出力に関する出力制御情報を得、この出力
制御情報を出力する処理とを具備したものである。
【００１７】
本発明の請求項１においては、受信手段によって１つの物理チャンネルに含まれる１又は
複数のストリームが受信される。伝送制御情報抽出手段は、受信されたストリームに関す
る伝送制御情報を抽出し、復調手段はこの伝送制御情報に基づいて受信ストリームを復調
する。復調されたストリームは多重手段によって多重出力され、また、多重手段の出力に
関する出力制御情報が出力制御手段によって出力される。
【００１８】
本発明の請求項２において、多重手段からは受信手段によって受信されたストリームの復
調出力が多重されて出力される。また、この多重手段の出力に関する出力制御情報が出力
制御手段によって出力される。分離手段は、この出力制御情報を基にして、多重手段の出
力を分離する。分離手段の出力を例えば対応するデコーダに供給することによって、受信
したストリームの視聴が可能となる。
【００１９】
本発明の請求項８において、１つの物理チャンネルに含まれる１又は複数のストリームが
受信され、伝送制御情報に基づいて復調される。復調されたストリームは多重出力され、
また、多重手段の出力に関する出力制御情報も出力される。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。図１は本発明に係る
放送信号復調装置の一実施の形態を示すブロック図である。
【００２１】
本実施の形態は、各事業者が採用している伝送路符号化方式を判別し、判別結果に基づい
てＴＳを復調して誤り訂正し、これらのビットストリームを多重することによって、伝送
路符号化方式が異なる複数のＴＳの視聴及び記録を可能にしている。
【００２２】
ＢＳディジタル放送においては、異なる事業者の複数のＨＤＴＶを多重して１衛星中継器
で伝送することを考慮して、個々の番組の独立性を向上させるために複数ＴＳを用いた伝
送を行う。変調方式の切換え及び複数ＴＳの柔軟な構成を可能とするために、ＭＰＥＧ制
御項目以外の伝送系に関する制御を行うために、伝送制御信号としてのＴＭＣＣ（Transm
ission & Multiplexing Configuration Control ）を多重して伝送する。
【００２３】
図２はこのようなＢＳディジタル放送方式のフレーム構成を説明するための説明図である
。
【００２４】
ＴＳのパケット長（１８８バイト）に１６バイトのリードソロモン誤り訂正符号を付加し
た２０４バイトを１スロットとしてＴＳ及び変調方式の選択単位とし、４８スロットで１
フレームを構成して伝送路符号化の基本伝送単位とする。
【００２５】
各フレームは、図２に示すように、各１バイトの同期・ＴＭＣＣと各２０４バイトの主信
号部とによって構成される。ＴＭＣＣは、１伝送フレーム当たり８バイトのＴＭＣＣ情報
とその前後に付加した夫々２バイトのＴＡＢ１，ＴＡＢ２により構成される。これらのＴ
ＡＢ１，ＴＡＢ２は同期語を兼用する。各フレームは先にＴＭＣＣが伝送され、次に主信
号部が伝送される。
【００２６】
ＴＭＣＣは複数ＴＳにおけるスロット制御及び伝送方式に関する制御情報を伝送する信号
である。このＴＭＣＣを受信することによって、各ＴＳを伝送路符号化方式に対応した復
調及び誤り訂正方式で処理することが可能となる。受信側においては、電源投入時及びチ
ャンネル変更時だけでなく、常にＴＭＣＣを監視することが要求される。
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【００２７】
なお、ＴＭＣＣの伝送には、低Ｃ／Ｎであっても信頼性が高い変調方式であるＢＰＳＫが
採用される。
【００２８】
図２は所定時刻における１つの物理チャンネルの構成を示している。スロット毎に事業者
が割り当てられるようになっており、例えば、１フレームの各スロットのうちスロット２
，５，６は事業者Ａによるものであり、スロット３，４，７，４５～４８は事業者Ｂによ
るものである。
【００２９】
また、各スロットは、ＰＳＫ変調のうち伝送されるデータのビットレートに応じた８ＰＳ
Ｋ、ＱＰＳＫ又はＢＰＳＫ等の変調方式で変調されている。例えば、スロット１～４４に
は、例えばＭＰＥＧ２フォーマットのＭＰ＠ＨＬフォーマットでエンコードされたＨＤ信
号を８ＰＳＫで変調したビットストリームを多重し、スロット４５～４８には、例えばＭ
ＰＥＧ２フォーマットのＭＰ＠ＭＬフォーマットでエンコードされた標準テレビジョン信
号をＱＰＳＫで変調したビットストリームを多重することができる。
【００３０】
アンテナ１にはＢＳディジタル放送の１２ＧＨｚ帯の高周波信号が誘起し、この高周波信
号はチューナ２に供給される。チューナ２は、視聴者の操作に基づく所定の物理チャンネ
ルを選局して、１４０ＭＨｚ帯の信号に変換して復調装置３３に供給する。復調装置３３
は、後述する伝送制御信号デコード装置１８に制御されて、入力された放送信号を復調し
てＩ軸、Ｑ軸の各位相信号を得て誤り訂正装置３４に出力する。誤り訂正装置３４は、伝
送制御信号デコード装置１８に制御されて、復調信号を誤り訂正処理してトランスポート
ストリームとタイミングクロックとを得る。
【００３１】
本実施の形態においては、誤り訂正装置３４の出力はビットストリーム出力多重装置１５
及び伝送制御信号デコード装置１８に供給されるようになっている。伝送制御信号デコー
ド装置１８は、誤り訂正装置３４の出力に含まれる伝送制御信号（ＴＭＣＣ）をデコード
して、選局した物理チャンネルに含まれる放送信号（ＴＳ）の伝送路符号化方式（変調方
式及び誤り訂正方式）を判別する。
【００３２】
伝送制御信号デコード装置１８は、判別結果に基づいて、復調装置３３の復調パラメータ
及び誤り訂正装置３４の誤り訂正パラメータを設定するための信号を出力する。これによ
り、復調装置３３及び誤り訂正装置３４において、選局した物理チャンネルに含まれる全
てのＴＳを復調すると共に誤り訂正することができるようになっている。
【００３３】
各スロットには、放送する事業者を特定するためのＴＳ＿ＩＤ（Transport Stream_ID ）
が割り当てられており、例えば、伝送制御信号デコード装置１８は、このＴＳ＿ＩＤを用
いて、該当するスロット番号に属するビットストリームを抽出し、抽出したビットストリ
ームに対して復調動作を指示するようになっている。図２に示すように、１つの物理チャ
ンネルに２つの事業者のＴＳが含まれる場合には、２つのＴＳ＿ＩＤに該当するスロット
番号に属するビットストリームが抽出されることになる。
【００３４】
こうして、異なる事業者によって異なる伝送路符号化方式が用いられて放送信号が多重さ
れている場合でも、誤り訂正装置３４からは、選局した物理チャンネルに含まれる全ての
ＴＳが出力される。ビットストリーム出力多重装置１５は、入力された複数のビットスト
リームを時間圧縮して時分割多重し、デスクランブル装置５に出力する。
【００３５】
デスクランブル装置５は、放送事業者との間の契約によって視聴が許可されている番組、
又はペーパービュー（Pay Per View）方式の有料番組のうち視聴者が購入した番組をパケ
ット単位でデスクランブルする。デスクランブル装置５の出力信号は、信号切換装置１６
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の端子ａに供給される。
【００３６】
伝送制御信号デコード装置１８は、判別結果を伝送制御信号出力制御装置１９にも与えて
いる。伝送制御信号出力制御装置１９は、誤り訂正装置３４から出力されるビットストリ
ームと伝送路符号化方式との対応又はビットストリームと事業者との対応を示す情報を出
力制御情報として信号切換装置１６に出力するようになっている。例えば、伝送制御信号
出力制御装置１９からの出力制御情報は、伝送制御信号によって与えられる事業者コード
、変調方式、誤り訂正方式及びエンコード方式等である。
【００３７】
信号切換装置１６は、伝送制御信号出力制御装置１９の出力信号に基づいて、端子ａを介
して入力されたストリームを対応するデコード装置２０，２７に出力するようになってい
る。
【００３８】
例えば、デコード装置２０がＭＰＥＧ２のＭＰ＠ＨＬフォーマットのデコードを行うもの
であり、デコード装置２７がＭＰＥＧ２のＭＰ＠ＭＬフォーマットのデコードを行うもの
であるものとすると、信号切換装置１６は、出力制御情報に基づいて、デスクランブル装
置５の出力のうちＭＰＥＧ２のＭＰ＠ＨＬフォーマットのデータをデコード装置２０に供
給し、ＭＰＥＧ２のＭＰ＠ＭＬフォーマットのデータをデコード装置２７に供給するよう
になっている。
【００３９】
デコード装置２０は、データストリーム分配装置６、システム制御装置７、映像デコード
装置８、音声デコード装置９、ＣＲＴ１３及びスピーカ１４によって構成されている。伝
送制御信号デコード装置１８からの判別結果はシステム制御装置７，２４にも供給される
。システム制御装置７，２４はこの判別結果に基づいて夫々デコード装置２０，２７を制
御するようになっている。
【００４０】
即ち、データストリーム分配装置６は、システム制御装置７が指定するパケットの識別方
法に従って、入力された複数の番組データのうち視聴する番組のデータを選択し、選択し
たデータを映像データ、音声データ、制御データ等に分類する。そして、データストリー
ム分配装置６は、視聴する番組のデータのうち映像データを映像デコード装置８に、音声
データを音声デコード装置９に夫々出力する。
【００４１】
映像デコード装置８は、ＭＰＥＧ形式で圧縮されている映像データを伸張処理して元のデ
ータに戻し、圧縮及び伸張による映像データと音声データの遅延時間を調整をした後に、
ディジタル映像信号をＣＣＩＲ６５６フォーマットでアナログのＮＴＳＣ信号に変換して
、ＣＲＴ１３に出力する。こうして、ＣＲＴ１３において希望する番組が映出される。
【００４２】
一方、音声デコード装置９は、圧縮された音声データを伸張して元のデータに戻し、アナ
ログ音声信号としてスピーカ１４に供給する。こうして、スピーカ１４から希望する番組
の音声が出力される。
【００４３】
デコード装置２７は、デコード装置２０と同様の構成であり、データストリーム分配装置
６、システム制御装置７、映像デコード装置８、音声デコード装置９、ＣＲＴ１３及びス
ピーカ１４と夫々同一構成のデータストリーム分配装置２１、システム制御装置２４、映
像デコード装置２２、音声デコード装置２３、ＣＲＴ２５及びスピーカ２６によって構成
されている。
【００４４】
なお、有料放送がない場合には、デスクランブル装置５を省略可能であることは明らかで
ある。
【００４５】
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次に、このように構成された実施の形態の動作について図３のタイミングチャートを参照
して説明する。図３（ａ）はビットストリーム出力を示し、図３（ｂ）は事業者コード等
の出力制御情報を示している。
【００４６】
いま、所定の物理チャンネルによって図２に示すフレームが伝送されるものとし、図２の
スロット２，５，６には、Ａ事業者によってＭＰＥＧ２フォーマットのＭＰ＠ＨＬフォー
マットでエンコードされたＨＤ信号を８ＰＳＫで変調したビットストリームが多重され、
スロット３，４，７，４５～４８には、Ｂ事業者によってＭＰＥＧ２フォーマットのＭＰ
＠ＭＬフォーマットでエンコードされた標準テレビジョン信号をＱＰＳＫで変調したビッ
トストリームが多重されているものとする。また、デコード装置２０はＭＰ＠ＨＬフォー
マットに対応したデコーダであり、デコード装置２７はＭＰ＠ＭＬフォーマットに対応し
たデコーダであるものとする。
【００４７】
アンテナ１に誘起した衛星放送信号はチューナ２に供給され、視聴者の選択による物理チ
ャンネルが選局される。いま、視聴者が事業者Ａ，Ｂが使用する図２に示すフレームの物
理チャンネルを選局するものとする。チューナ２によって選局された放送信号は復調装置
３に供給される。ＴＭＣＣは対応するスロットに先行して伝送されており、復調装置３３
にスロットのデータが入力される時点において、対応するＴＭＣＣは伝送制御信号デコー
ド装置１８においでデコードされている。
【００４８】
復調装置３３には伝送制御信号デコード装置１８から各スロットによって伝送されるＴＳ
の復調に必要な情報が供給されており、復調装置３３はチューナ２の出力をＩ軸及びＱ軸
の各位相信号に復調して、誤り訂正装置３４に出力する。誤り訂正装置３４には伝送制御
信号デコード装置１８から各ＴＳの誤り訂正に必要な情報が供給されており、復調装置３
３の出力を誤り訂正してビットストリーム出力多重装置１５に出力する。
【００４９】
こうして、誤り訂正装置３４からは事業者Ａ，Ｂによるトランスポートストリームとタイ
ミングクロックとがビットストリーム出力多重装置１５に出力される。ビットストリーム
出力多重装置１５は誤り訂正装置３４からのトランスポートストリームを多重して出力す
る。即ち、ビットストリーム出力多重装置１５は、図３（ａ）に示すように、事業者Ａに
よるＴＳと事業者ＢによるＴＳとを時間圧縮して時分割多重する。図３（ａ）の符号１Ａ
，２Ａ，…は事業者ＡによるＴＳを示し、符号１Ｂ，２Ｂ，…は事業者ＢによるＴＳを示
している。また、図３の出力制御情報Ａ１，Ｂ１が２事業者各々のコード、変調方式、エ
ンコード方式を現わす信号である。
【００５０】
このように、ビットストリーム出力多重装置１５の出力には、チューナ２において受信し
た物理チャンネルに含まれる全てのＴＳ（事業者）の復調出力が含まれている。ビットス
トリーム出力多重装置１５に時分割多重されているＴＳがいずれの事業者（番組）のもの
であるかの情報は、伝送制御信号出力制御装置１９が出力する。
【００５１】
ビットストリーム出力多重装置１５の出力はデスクランブル装置５に供給され、視聴者が
購入した番組だけがパケット単位でデスクランブルされる。デスクランブル装置５の出力
は、信号切換装置１６に供給されて、伝送制御信号出力制御装置１９の出力に基づいて切
換選択されて、デコード装置２０，２７に出力される。即ち、信号切換装置１６は、事業
者ＡによるＴＳはデコード装置２０に出力し、事業者ＢによるＴＳはデコード装置２７に
供給する。
【００５２】
デコード装置２０は、事業者ＡによるＭＰ＠ＨＬフォーマットでエンコードされたＨＤ信
号が供給される。データストリーム分配装置６は入力された信号を、システム制御装置７
の出力に基づいて映像デコード装置８及び音声デコード装置９に分配する。映像デコード
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装置８は映像データをデコードしてＣＲＴ１３に高品位テレビジョン映像を出力させる。
また、音声デコード装置９は、音声データをデコードしてスピーカ１４から音響出力させ
る。
【００５３】
デコード装置２７は、事業者ＢによるＭＰ＠ＭＬフォーマットでエンコードされたＳＤ信
号が供給される。デコード装置２７は、デコード装置２０と同様の処理によって、ＳＤ信
号をデコードし、ＣＲＴ２５に標準テレビジョン映像を映出させ、スピーカ２６から音声
を出力させる。
【００５４】
なお、デコード装置２０，２７と同様に、記録装置を設けることによって、信号切換装置
１６の出力を記録可能であることは明らかである。
【００５５】
このように、本実施の形態においては、ＴＭＣＣ等の伝送制御信号を抽出して復調装置及
び誤り訂正装置を制御することにより、受信した物理チャンネルに伝送路符号化方式が異
なる複数のＴＳが含まれる場合でも、１系統の復調装置及び誤り訂正装置のみを用いて、
受信した物理チャンネル中に含まれる全てのＴＳを復調すると共に、復調した全てのＴＳ
をビットストリーム出力多重装置によって多重させ、多重の方法を提供することによって
、同一物理チャンネルで放送されている複数種類のＴＳ及び複数の事業者によるＴＳを、
同一時刻に視聴又は記録可能にしている。
【００５６】
図３においては、２つの事業者による２種類のＴＳを多重した例について説明したが、事
業者の数及びＴＳの種類の数はいくつであってもよい。例えば、図４は、４つの事業者に
よる４種類のＴＳを多重する例を示している。
【００５７】
即ち、同一の物理チャンネルで放送される事業者がＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４事業者である場合
には、図４に示すように、ビットストリーム出力多重装置１５からは４事業者の番組のビ
ットストリームが時間的に圧縮されて多重出力される。また、伝送制御信号出力制御装置
１９からは４事業者の事業者コード等の出力制御情報が４事業者の番組のビットストリー
ムの多重に合わせて多重出力される。
【００５８】
他の処理は２事業者の場合と同様である。図４の出力制御情報Ａ１，Ｂ１，Ｃ１，Ｄ１が
４事業者各々のコード、変調方式、エンコード方式を現わす信号であり、ビットストリー
ム１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ，２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２Ｄ，…は、各事業者ごとのビットスト
リームを現わしている。
【００５９】
ところで、図３及び図４においては、伝送制御信号出力制御装置１９は事業者コード等の
出力制御情報を出力しているが、事業者コード等の出力制御情報の他に、多重された信号
から所望のビットストリームを後段で抽出するためのクロック信号を同時に出力してもよ
い。図５及び図６はこの場合の例を示すタイミングチャートであり、夫々図３及び図４に
対応している。
【００６０】
例えば、伝送制御信号出力制御装置１９は、多重されたＡ１，Ｂ１のビットストリーム、
事業者コードを後段の装置で容易に抽出するために、図５（ｃ），（ｄ）に示す２つのタ
イミングのクロック信号ＡＣＫ，ＢＣＫを同時に出力する。これらのクロック信号ＡＣＫ
，ＢＣＫは、夫々Ａ事業者及びＢ事業者のＴＳに対応するタイミングで変化する。後段の
装置では、これらのクロック信号に基づいて、ビットストリーム出力から所望のＴＳを抽
出するのである。
【００６１】
また、図５の例では各事業者（ＴＳ）毎にクロック信号を発生させたが、事業者数（ＴＳ
の種類の数）に拘わらず、１種類の基準信号及びクロック信号を用いることもできる。図
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６はこの場合の例であり、図６（ｃ）の基準信号としては同期バイト信号又はフレーム同
期信号等を用いる。この基準信号を基にして、１種類のクロック信号（図６（ｄ））を出
力する。そして、多重される事業者の数（ＴＳの種類数）をバスデータ等の制御信号によ
り後段の装置に伝送する。これらの基準信号、１種類のクロック信号及びバスデータを用
いることによって、後段の装置において各ＴＳを分離抽出することが可能となる。
【００６２】
また、更に、事業者コード等に代えてクロック信号のみを用いるようにしてもよいことは
明らかである。
【００６３】
図７は本発明の他の実施の形態を示すブロック図である。図７において図１と同一の構成
要素には同一符号を付して説明を省略する。本実施の形態は時間軸圧縮して時分割多重し
たＴＳを後段において分離抽出可能とするために伝送する事業者コード等の出力制御情報
を、ビットストリームに多重するようにした例である。
【００６４】
本実施の形態は、ビットストリーム出力多重装置１５に代えてビットストリーム伝送制御
信号多重装置１７を設けると共に、信号切換装置１６に代えてビットストリーム伝送制御
信号多重分離装置３０を設けた点が図１の実施の形態と異なる。
【００６５】
ビットストリーム伝送制御信号多重装置１７は、誤り訂正装置３４からのＴＳと伝送制御
信号出力制御装置１９からの事業者コード等の出力制御情報とを時間圧縮し時分割多重し
てデスクランブル装置５に出力するようになっている。また、ビットストリーム伝送制御
信号多重分離装置３０は、時分割多重されているＴＳと事業者コード等の出力制御情報と
を分離して、出力制御情報に基づいてＴＳを分離選択して出力するようになっている。
【００６６】
図８は図７中のビットストリーム伝送制御信号多重装置１７の具体的な構成を示すブロッ
ク図である。
【００６７】
ビットストリーム圧縮装置３１には誤り訂正装置３４からのＴＳが入力される。ビットス
トリーム圧縮装置３１は入力されたＴＳを時間軸圧縮して伝送制御信号多重装置３２に出
力する。伝送制御信号多重装置３２は、ビットストリーム圧縮装置３１の出力に伝送制御
信号出力制御装置１９からの事業者コード等の出力制御情報を時分割多重して出力するよ
うになっている。なお、事業者コード等の出力制御情報を挿入する間隔は例えば２バイト
間隔等の一定値に設定する。
【００６８】
図９は図７中のビットストリーム伝送制御信号多重分離装置３０の具体的な構成を示すブ
ロック図である。
【００６９】
伝送制御信号抽出装置３３にはデスクランブル装置５の出力が供給される。伝送信号抽出
装置３３は、デスクランブル装置５の出力に含まれるＴＳと事業者コード等の出力制御情
報とを分離し、ＴＳをビットストリーム伸張装置３４に出力し、出力制御情報を信号切換
装置３５に出力するようになっている。出力制御情報を挿入する間隔が一定であるので、
伝送制御信号抽出装置３３において、例えばフレーム同期を基準とすることによって、容
易に出力制御情報を抽出可能である。また例えば４バイト間隔で挿入された出力制御情報
の後ろに続くビットストリームを、直前の出力制御情報により規定することにすれば、伝
送制御信号の切換えにも容易に対応可能である。
【００７０】
ビットストリーム伸張装置３４は、時間軸圧縮されているＴＳを伸張して信号切換装置３
５の端子ａに供給する。信号切換装置３５は、事業者コード等の出力制御情報に基づいて
、端子ａを介して入力されたＴＳを分離して端子ｃ，ｄから出力するようになっている。
【００７１】
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次に、このように構成された実施の形態の動作について図１０を参照して説明する。図１
０はビットストリーム伝送制御信号多重装置１７の出力を説明するための説明図である。
図１０のＡ１，Ｂ１は、ビットストリームに対応して出力した出力制御情報を示し、１Ａ
，１Ｂ，２Ａ，２Ｂ，…は、１バイト単位に分割されたビットストリームを示している。
【００７２】
ビットストリームの多重処理及びその分離処理以外の処理は図１の実施の形態と同様であ
る。いま、所定の物理チャンネルによって図２に示すフレームが伝送されるものとし、図
２のスロット２，５，６には、Ａ事業者によってＭＰＥＧ２フォーマットのＭＰ＠ＨＬフ
ォーマットでエンコードされたＨＤ信号を８ＰＳＫで変調したビットストリームが多重さ
れ、スロット３，４，７，４５～４８には、Ｂ事業者によってＭＰＥＧ２フォーマットの
ＭＰ＠ＭＬフォーマットでエンコードされた標準テレビジョン信号をＱＰＳＫで変調した
ビットストリームが多重されているものとする。また、デコード装置２０はＭＰ＠ＨＬフ
ォーマットに対応したデコーダであり、デコード装置２７はＭＰ＠ＭＬフォーマットに対
応したデコーダであるものとする。
【００７３】
誤り訂正装置３４からは事業者Ａ，Ｂによる全てのビットストリームがビットストリーム
伝送制御信号多重装置１７に供給される。ビットストリーム伝送制御信号多重装置１７の
ビットストリーム圧縮装置３１は入力されたビットストリームを時間軸圧縮して伝送制御
信号多重装置３２に出力する。伝送制御信号多重装置３２には伝送制御信号出力制御装置
１９から事業者コード等の出力制御情報が与えられており、伝送制御信号多重装置３２は
、図１０に示すように、ビットストリーム及びこのビットストリームに対応する事業者コ
ード等の出力制御情報を多重して出力する。
【００７４】
図１０はビットストリーム１Ａ，１Ｂ，２Ａ，２Ｂ，…に夫々対応させて事業者コード等
の出力制御情報Ａ１，Ｂ１が時分割多重されていることが示されている。図１０に示すビ
ットストリームはデスクランブル装置５を介してビットストリーム伝送制御信号多重分離
装置３０に供給される。
【００７５】
ビットストリーム伝送制御信号多重分離装置３０の伝送制御信号抽出装置３３は、入力さ
れたストリームからビットストリーム１Ａ，１Ｂ，２Ａ，２Ｂ，…と事業者コード等の出
力制御情報Ａ１，Ｂ１，Ａ１，Ｂ１，…を分離する。分離されたビットストリームは、ビ
ットストリーム伸張装置３４に与えられて時間伸張された後、信号切換装置３５に供給さ
れる。信号切換装置３５は入力されたビットストリームを対応する事業者コード等の出力
制御情報に基づいて分離する。即ち、この場合には、事業者Ａによるビットストリーム１
Ａ，２Ａ，３Ａ，…は端子ｃからデコード装置２０に供給され、事業者Ｂによるビットス
トリーム１Ｂ，２Ｂ，３Ｂ，…は端子ｂからデコード装置２７に供給される。
【００７６】
他の作用は図１の実施の形態と同様である。
【００７７】
このように、本実施の形態においても図１の実施の形態と同様の効果を得ることができる
。
【００７８】
図１１は本発明の他の実施の形態を示すブロック図である。図１１において図７と同一の
構成要素には同一符号を付して説明を省略する。
【００７９】
本実施の形態は複数系統の受信部を設けた点が図７の実施の形態と異なる。即ち、受信部
５０は、アンテナ１、チューナ２，復調装置３３、誤り訂正装置３４、伝送制御信号デコ
ード装置１８及び伝送制御信号出力制御装置１９によって構成されており、受信部６０は
、アンテナ６１、チューナ６２，復調装置６３、誤り訂正装置６４、伝送制御信号デコー
ド装置６８及び伝送制御信号出力制御装置６９によって構成されている。受信部５０と受
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信部６０の構成は同様である。
【００８０】
誤り訂正装置３４，６４は夫々チューナ２，６２が選局した各物理チャンネルに含まれる
全てのＴＳをビットストリーム伝送制御信号多重装置１７に供給するようになっている。
また、伝送制御信号出力制御装置１９，６９は誤り訂正装置３４の出力に対応した事業者
コード等の出力制御情報をビットストリーム伝送制御信号多重装置１７に出力する。
【００８１】
なお、図１１においては、２系統の受信部はいずれも衛星放送を受信するものであるが、
地上波放送、ケーブルテレビ又はその他のメディアの放送信号を受信するものであっても
よいことは明らかである。
【００８２】
このように構成された実施の形態においては、例えば、チューナ２が選局した物理チャン
ネルによって事業者Ａによる放送信号が伝送され、チューナ６２が選局した物理チャンネ
ルによって事業者Ｂによる放送信号が伝送されているものとする。これらの放送信号に基
づくＴＳは誤り訂正装置３４，６４からビットストリーム伝送制御信号多重装置１７に供
給される。
【００８３】
こうして、この場合には、ビットストリーム伝送制御信号多重装置１７からは図１０と同
様のストリームが出力される。
【００８４】
他の作用は図７の実施の形態と同様である。
【００８５】
このように、本実施の形態においても上記各実施の形態と同様の効果を得ることができる
。
【００８６】
また、図１１の実施の形態は図１の実施の形態に適用することも可能である。この場合に
おいて、例えば、チューナ２が選局した物理チャンネルによって事業者Ａ，Ｂによる放送
信号が伝送され、チューナ６２が選局した物理チャンネルによって事業者Ｃ，Ｄによる放
送信号が伝送されているものとする。そうすると、ビットストリーム出力多重装置１５か
らは、例えば図４に示すビットストリーム出力が出力されることになる。
【００８７】
なお、上記各実施の形態においては、ＴＳとビットストリームとを厳密に区別して用いて
いないが、これは、ＴＳであっても、ＴＳよりも広い概念のビットストリームであっても
、同様に適用可能であるからである。
【００８８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、複数のチューナ、復調装置及び誤り訂正装置を用い
ることなく、伝送路符号化方式が異なる複数の番組を同時に視聴又は記録することができ
るという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る放送信号復調装置の一実施の形態を示すブロック図。
【図２】ＢＳディジタル放送信号のフレーム構成示す説明図。
【図３】実施の形態の動作を説明するためのタイミングチャート。
【図４】実施の形態の動作を説明するためのタイミングチャート。
【図５】実施の形態の動作を説明するためのタイミングチャート。
【図６】実施の形態の動作を説明するためのタイミングチャート。
【図７】本発明の他の実施の形態を示すブロック図。
【図８】図７中のビットストリーム伝送制御信号多重装置１７の具体的な構成を示すブロ
ック図。
【図９】図７中のビットストリーム伝送制御信号多重分離装置３０の具体的な構成を示す
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ブロック図。
【図１０】図７の実施の形態の動作を説明するための説明図。
【図１１】本発明の他の実施の形態を示すブロック図。
【図１２】従来の放送信号復調装置を示すブロック図。
【符号の説明】
１５…ビットストリーム出力多重装置、１６…信号切換装置、１８…伝送制御信号デコー
ド装置、１９…伝送制御信号出力制御装置、２０，２７…デコード装置、３３…復調装置
、３４…誤り訂正装置。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(15) JP 4091161 B2 2008.5.28

【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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